
令和７年度（令和６年度実施）広島県・広島市公立学校教員採用候補者選考試験 
大学等推薦特別選考実施要項 

 

１ 趣旨 
この要項は、令和７年度（令和６年度実施）広島県・広島市公立学校教員採用候補者選考試験にお

いて、大学、大学院または教職大学院（以下「大学等」という。）からの推薦を受けた者を対象として、
特別選考を実施するために必要な事項を定めるものとする。 

 
２ 選考試験の内容 

第 1次選考試験：筆記試験（教科に関する専門教育科目のみ） 
第２次選考試験：一般選考と同様 

 

３ 推薦の対象となる校種・職種・教科（科目、分野） 
中学校教諭（国語、理科、技術・家庭（技術）、外国語（英語）） 

高等学校教諭（工業（機械、電気、建築、土木、化学工業、インテリア）） 

 

４ 推薦が可能な大学等 
推薦を希望する校種・職種・教科（科目、分野）の受験資格に該当する普通免許状取得の課程認定

を受けている大学等 
 

５ 被推薦者の要件 
以下の⑴から⑷までの全ての要件を満たす者 

⑴ 一般選考の受験資格を有すること。 
⑵ 出願時に「４ 推薦が可能な大学等」の大学等に在籍し、令和７年３月 31日までに卒業（修了）
見込みであること。 

⑶ 広島県・広島市公立学校教員を第一志望とし、令和７年４月１日から勤務可能であること（この 
選考区分により名簿登載された者は、採用候補者名簿の有効期間延長はできない。） 

⑷ 広島県・広島市の「求められる教職員像」に示す資質・能力を有する者で学業成績が優秀な者で
あると、在籍大学等が推薦する者であること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普 遍 的 な 事 項 

新たな「教育県ひろしま」の創造に向

けて特に求められる事項  

○ 高い倫理観と豊かな人間性をもっている。 

○ 子供に対する教育的愛情と教育に対する使命感をもっている。 
○ 専門性を発揮し、的確に職務を遂行できる。 
○ 社会や子供の変化に柔軟に対応できる。 

○ 確かな授業力を身に付けている。 
○ 豊かなコミュニケーション能力を有している。 
○ 新たなものに積極的に挑戦する意欲をもっている。 

○ 他の教職員と連携・協働し、組織的に職務を遂行できる。 

 【広島県が特に求める資質・能力】 
○ 問題に直面した時点で集められる情報や知識を入手し、自ら深く考え、それを統合して新しい答えを創り出す力 
○ アイデア・情報・知識の交換や共有、アイデアの深化や答えの再吟味のために他者と協働・協調できる力  
○ 協調的・創造的な問題解決のために、どのような分野においても学び続ける力 

 
《使命感や責任感・教育的愛情》   ○ 教職に対する強い責任感を有している。 
                    ○ 自主的に学び続ける力がある。 
   

               ○ 深い教育的な愛情を有している。 
《専門職としての高度な知識・技能》 ○ 確かな専門的知識を有している。 
                    ○ 確実に実践できる力がある。 

 
                    ○ 新たな学びの実践的指導力をもっている。 
《総合的な人間力》         ○ 豊かな人間性や社会性を有している。 

                    ○ 高いコミュニケーション能力がある。 
                    ○ チームで対応できる力がある。 
                    ○ 地域や社会の多様な組織等と連携･協働できる力がある。 
 
 
 

広島市「求められる教職員像」 

広島県「求められる教職員像」 

【広島市が特に求める資質・能力】広島市の子どもたちに以下の資質・能力を育成する力 

○ 本質や根源を探究し、課題解決に向けて論理的・主体的に考え行動する力 
○ 平和を希求する心 
○ 互いの違いや多様性を理解・尊重し、共生・協働する力 
○ 豊かなコミュニケーション能力 

○ 自分たちのまちを愛する心 

○ 教職に対する強い責任感を有している。 
○ 自主的に学び続ける力がある。 
○ 深い教育的な愛情を有している。 

 
○ 確かな専門的知識を有している。 

○ 確実に実践できる力がある。 
○ 新たな学びの実践的指導力をもっている。 
 
○ 豊かな人間性や社会性を有している。 
○ 高いコミュニケーション能力がある。 
○ チームで対応できる力がある。 

○ 地域や社会の多様な組織等と連携･協働できる力がある。 



６ 推薦人数 

大学、大学院（教職大学院を含む）につき、各教科（科目、分野）１名以内とする。 

 

７ 推薦方法 

推薦者は、被推薦者が在籍する大学等の学長又は学部長、研究科長とする。推薦者は、以下に示す

被推薦者全員の「⑴ 提出物」を取りまとめ、「⑵ 提出期限及び郵送先」にある期限までに封筒の表

側に「推薦書類在中」と朱書きの上、簡易書留で郵送する。 

 

⑴ 提出物 

① 推薦書（広島県・広島市の様式による。以下のホームページからダウンロードすること。） 

② 成績証明書（大学等の様式による。大学院在学中の者は、大学及び大学院の成績証明書を提出

すること。） 

【ホームページ】 

広島県教育委員会（https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/04file/） 

広島市教育委員会（https://www.city.hiroshima.lg.jp/soshiki/312/） 

 

⑵ 提出期限及び郵送先 

提出期限：令和６年４月８日（月）から５月８日（水）当日消印有効 

郵 送 先：〒７３０－８５１４ 広島市中区基町９－４２ 

広島県教育委員会事務局管理部教職員課 採用定数係 

 

８ 出願手続 

令和７年度（令和６年度実施）広島県・広島市公立学校教員採用候補者選考試験実施要項に定める

とおり、出願手続き（電子申請）を、令和６年４月８日（月）から５月８日（水）17時までに、 

被推薦者自身が行う。 

※ 選考区分の項目で、必ず「大学等推薦特別選考」を選択すること。 

 

９ 受験資格の決定及び選考試験の結果について 

⑴ 推薦書類の内容を総合的に判断し、受験資格の有無を決定する。 

⑵ 受験資格の有無の決定については、令和６年５月 24日（金）に被推薦者及び推薦者に通知を発送

する。なお、受験対象者と認められなかった者については、意向を確認し、他の選考区分での受験

を認める。 

⑶ 第１次選考試験結果については、令和６年８月２日（金）に被推薦者及び推薦者に通知を発送す

る。また、第２次選考試験結果については、令和６年９月 26 日（木）に被推薦者及び推薦者に通

知を発送する。 

⑷ 被推薦者は、他の試験区分・教科について重ねて出願することはできない。重複出願を行ったと

きには、いずれの推薦・出願も無効となる場合がある。 

⑸ 本特別選考は、被推薦者による出願手続が、期日までに完了し、かつ推薦者が提出する推薦書類

（推薦書及び成績証明書）を、期日までに郵送していることが必須である。推薦書類が欠けている

場合は、自動的に一般選考区分での出願とみなす。 

⑹ 本特別選考により受験した者は、次年度の第１次選考試験免除対象者にはならない。 

 

10 問合せ先 

広島県教育委員会事務局管理部教職員課 

ＴＥＬ ０８２－５１３－４９２７ 

広島市教育委員会事務局学校教育部教職員課 

ＴＥＬ ０８２－５０４－２８０５ 

≪県教育委員会≫ ≪市教育委員会≫ 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/04file/





